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日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支

部
で
は
、東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
、過
去
の
災
害
の
教
訓
を

踏
ま
え
、次
な
る
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
、赤
十
字
防
災
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
大
規
模

災
害
か
ら「
い
の
ち
」を
守
る

様
々
な
方
法
を
、地
域
に
密
着

し
た
形
で
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
当
支
部
が
地
域
に
配
備
し

て
い
る「
災
害
用
移
動
炊
飯

器
」と「
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス（
災
害

用
炊
飯
袋
）」を
活
用
し
た
炊

き
出
し
や
、「
災
害
へ
の
備
え
」

の
防
災
講
話
、自
宅
の
部
屋
の

危
険
な
箇
所
を
参
加
者
同
士

で
共
有
し
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
実
施
。

　
地
域
赤
十
字
奉
仕
団
は
、

「
地
域
の
お
母
さ
ん
」の
よ
う

な
温
か
な
存
在
と
し
て
、災
害

時
に
は
炊
き
出
し
活
動
や
救

援
物
資
の
配
付
な
ど
を
担
い
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け

る「
自
助
」と「
共
助
」の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　
い
つ
、ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、日
頃
か
ら
の

「
備
え
」が
い
ざ
と
い
う
時
、

私
た
ち
の「
い
の
ち
」を
救
う

た
め
の「
道
し
る
べ
」と
な
り

ま
す
。

災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

皆
さ
ま
と
取
り
組
む
赤
十
字
の
防
災
活
動

災害用移動炊飯器と
災害用炊飯袋「ハイゼックス」

※本救援金は、令和6年3月31日まで受付しています。
　皆様の温かいご支援を引き続き、よろしくお願いいたします。

皆様の思いのこもった救援金が
多数寄せられました。心から御礼申し上げます。

●日本赤十字社受付金額	 54億7,949万9,210円	（5/26時点）

●徳島県支部受付金額	 724万1,755円（5/31時点）

2023年トルコ・シリア地震救援金

●日本赤十字社受付金額	 88億5,111万6,471円（5/26時点）

●徳島県支部受付金額	 988万1,318円（5/31時点）

ウクライナ人道危機救援金

●炊飯器と炊飯袋を県内216カ所の公民館や学校等に配備
●炊飯袋にお米と水を入れて30分間ボイルすれば、おい

しいご飯やおかゆのできあがり
●直炊きしないため鍋を毎回洗う必要がなく、短時間内

に連続して調理が可能
●炊飯袋をボイルする水は、川や池の水でもOKなので、

水が貴重な災害時に最適
●炊飯袋は使用後、焼却してもダイオキシン等の有害ガ

スの発生が少なく、安心

災害が起きたとき、家具が倒れてくるなど、実は家の中にも危険は
潜んでいます。家族で話し合いながら、対策を始めてみませんか。おうちの中の安全対策

「倒れる
」「割れる

」など、

室内の危
険な場所

をチェッ
ク！

窓ガラスに飛散防止
フィルムを貼る！ 赤十字防災セミナー

災害への備え

災害時の食を便利に！ おいしく！

冷蔵庫が倒れてこないよう、
耐震ベルトを取り付ける！

棚の中身が飛び出さないよう、
扉を閉めて固定する！

もっと詳しく知りたい方はこちら

●高校生に非常食作りを説明し、学校や地域で防災の知識と技術の普及を図る地域赤十字奉仕団員（令和5年3月10日 鳴門高等学校）　

赤十字防災セミナーを
地域づくりに活用して
みませんか！？

●セミナーのご要望やお問い合わせは
日本赤十字社徳島県支部事業推進課
TEL:088-631-6000まで



　地域に根ざした様々な活動を行い、赤十字を力強く支える地域赤十字奉仕団。
近年は、奉仕団の特色を活かして「地域ぐるみの支え合い活動」にも積極的に取り
組んでいます。
　高齢者の方々が住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを続けられるよう、地
域の高齢者宅をお訪ねし、日常生活の
見守り等を行っています。その他にも
三世代交流や清掃活動などを行い、地
域福祉に貢献しています。

　徳島県内では幼稚園を含めた323校（令和5年6月時点）が青少年赤十字に加盟
しています。各学校で行われている「気づき・考え・実行する」を目標とした青少年
赤十字活動をご紹介します。

にじいろニュース
やさしさと思いやり育む青少年赤十字

阿波市地区赤十字奉仕団 美馬市地区赤十字奉仕団口山分団

小松島市地区赤十字奉仕団櫛渕分団 南部地区那賀町（鷲敷）赤十字奉仕団

思いやりあふれる
「地域ぐるみの支え合い活動」

徳島赤十字病院  呼吸器外科部長兼医療・がん相談支援センター長　      石 倉  久 嗣
 最新医療技術もこなす「緩和ケア専門医」誕生

診断から治療、終末期医療まで
シームレスに関わる
　現在、がん治療として有効とされる方法は、手術に
よる外科治療、抗がん剤治療、放射線治療のいわゆ
る「三大治療」です。最近では、第4の方法として免疫
治療、第5の方法にがん緩和ケアが挙げられていま
す。以前から有していた外科系の専門医、がん薬物
療法専門医に加え、すべての期間を包括したがん
治療を行うことができる緩和ケアの専門医を今回
取得したことで、がんの診断から手術や抗がん剤な
どの治療、そして終末期医療まで、患者さんに切れ
目なく専門的に関わることができます。

現役の外科医では全国唯一の存在に
　がん薬物療法専門医、緩和ケア専門医、どちらも
現時点で最も取得が難しい専門医と言われていま
す。特に緩和ケア専門医は他の専門医と比較し圧
倒的に少数で、徳島では緩和ケア病棟関連の2名
の先生のみです。これら3つの専門医を取得してい
る医師は全国で3名ですが、最新の手術（ロボット
支援下など）を日々施行している現役の外科医はい
らっしゃらないようです。

緩和ケアは日々の医療そのもの
　痛みのコントロール、抗がん剤治療中の面談や
聞き取り、入院中の苦痛の対応、療養先の相談や
選定など、当たり前のように行われていることすべ
てが緩和ケアをベースとしています。すなわち、緩
和ケアは日々の医療そのものです。抗がん剤治療
の分野、緩和ケアの分野でも、手術と同様に医師
一人でできることなどほとんどなく、薬剤師、看護
師をはじめ、多職種での患者さんへのサポートが
あってはじめて治療が成功します。まさにチーム医
療の典型です。

 がん治療のスペシャリストを目指して
　専門医という資格があろうとなかろうと、患者さん
には関係ありませんし、これまでと同様、今後も患者
さんのがん診療の助けになっていければと思ってい
ます。個人としては、名実ともにがん治療のスペシャ
リストとなれるよう引き続き精進して参ります。
　そして、当院で治療を受けられる患者さんはもちろ
ん、医療・がん相談支援センターに相談に来ていただ
く方にもメリットを感じてもらえるよう、加えて、地域
の一般病院においても、世界標準、最高水準の治療
が提供できるよう努力して参りたいと思っています。

♥一人暮らしの高齢者のお宅訪問
徳島市地区赤十字奉仕団沖洲分団

♥三世代交流

♥美化活動

ゴミのかさを減らすため、できるだけ小
さく牛乳パックを折りたたんでいます。

かさが1/3になり、一人一
人の小さな努力が大き
な結果になっています。

●身近なところからはじめるSDGs

●地域に届ける思いやりと
　ありがとう
人や自然、地域を大切に思う「思いやり」
の種を蒔き、育てた花苗を、振り込め詐
欺防止を呼びかけながら、地域の方々
への日頃の感謝の気持ちとして配布し
ました。

●南海トラフ巨大地震などの
　災害に備えて
小学校での防災出前授業など防災活動
を通して、自分だけでなく周りの人たち
の災害時の準備や心構えに対する意識
も高めることができました。

つるぎ町立半田小学校

吉野川市立川島中学校

徳島県立海部高等学校

［認定資格］
日本外科学会外科指導医・専門医
呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器外科専門医
日本呼吸器外科学会指導医
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医・指導医
日本緩和医療学会緩和医療専門医
日本呼吸器外科学会認定ロボット支援手術プロクター
日本胸部外科学会指導医・認定医
DMAT/統括DMAT
徳島県災害医療コーディネーター
インフェクションコントロールドクター(ICD)

がん治療人生における緩和ケア医療のイメージ






